
 

令和 4 年度 

鳴門教育大学大学院学校教育研究科高度学校教育実践専攻 

芸術・体育系教科実践高度化コース 保健体育科教育実践分野 

学修成果最終発表会 
 

 

 

日時：令和 4 年２月 11 日（木）13：00～18:00 

場所：B201 教室 

 





１．日時：令和4年2月11日（土）13:00〜18:00

２．場所：鳴門教育大学B201

３．日程

（１）開会の辞　　コース長　南隆尚

（２）口頭発表　　一人30分（発表時間15分，質疑13分，交代2分）

（３）閉会の辞

発表者 指導教員 開始時間 論文題目

松本 博幸 湯口 雅史 13:05 「よい体育授業」づくりの実践　-小学校６年生ゴール型の授業を通して-

松田 元宏 湯口 雅史 13:35
体育科における学びの質の向上を目指した学習評価の在り方

　－授業で活用できる「評価イメージマップ」の作成－

天羽 つかさ 湯口 雅史 14:05
「高校の体育授業における体育教師の専門性について

　－選択制の授業実践（バドミントン）を通して－」

堤 亮太 湯口 雅史 14:35
体育の授業への積極的な参加が難しい子どもが楽しみながら運動に取り組

むことのできる体育授業づくり　〜跳び箱運動の実践を通じて〜

甲本 裕次郎 松井 敦典 15:10
体育活動に関する適切な態度の育成を目指した授業実践

　～豊かなスポーツライフの実現を目指して～

大路 柊人 藤田 雅文 15:40
運動部活動と体育授業における生徒のつまずきと教師の言葉かけに関する

実践研究

坂口　真心 綿引 勝美 16:10 高等学校体育授業のサッカーにおける授業研究

休憩5分
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「よい体育授業」づくりの実践 

ー小学校６年生ゴール型の授業を通してー 

高度学校教育実践専攻教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 実習責任教員 湯口 雅史 

氏    名 松本 博幸 実習指導教員 藤田 雅文 

キーワード：よい授業，社会構成主義，形成的評価表 

 

1 課題研究計画の設計 

1.1 課題研究の動機 

 私がこれまで受けてきた体育の授業は，「練

習→試合」の流れで授業が進む授業構成がほと

んどだった。練習は試合で使う動きを身に付け

るためのものであり，単元後半になると，技術

の獲得を確認するスキルテストが実施された。 

大学院 1 年生の時に北島町内の小学校で 9 月

6 日から 10 月 1 日までの 4 週間，主免教育実

習に参加した。実習では，小学校 5 年生を対象

に短距離走の授業を 2 回行った。この授業は，

これまで受けてきた授業を思い出し，「練習→

試合（測定会）」の流れで計画し実施した。授

業では練習場面で，速く走るために気を付ける

ことを丁寧に説明し，ラダートレーニングを行

った。私は，走ることの気持ちよさや楽しさを

味わってほしいと思い実践した授業だったが，

授業内容は，速く走るために必要な技術を身に

付けさせるための授業であったのではないかと

振り返る。学習内容を教師が決め，速く走るこ

とを楽しむためには，最低限の技術が必要で，

この学習内容は教師が設定するものであると考

えていた。だが，学習指導要領（H29 告示）で

は，第 5 学年及び第６学年の陸上運動領域・短

距離走・リレーを「一定の距離を全力で走った

り，滑らかなバトンの受け渡しをしたりするこ

と。」と示されている。このことは，私が身に

付けさそうとした，速く走るために必要な技術

やスタート技術は必ず指導する内容であると示

していないのではないかと考えた。私が受けて

きた体育の授業は，運動が苦手な子供は楽しく

ないと感じたり，体育が苦手と感じてしまった

りするような授業内容だったのではないかと振

り返って考えてみた。また，これからの教科

は，個別最適化学習を求めていかなければなら

ないと文部科学省が答申を出していることから

も，「よい体育授業」はどのように考えていけ

ばよいかと疑問をもった。 

 上記の経験から，「よい体育授業」をするた

めにどのように授業をすればよいかを観察する

ことを目的として，教科課題設定フィールドワ

ーク(以下，課題設定 FW)に参加した。課題設

定 FW では 5 年生に配属され，ベースボール型

授業の観察と実施をした。単元開始時は，ルー

ルや用具などの場を最低限提示し，子供全員が

ベースボールの面白さを実感できるようにして

いた。そして，子供の意見からルールを追加し

ていき，子供と一緒に授業を創っていく様子が

みられた。これまで，わかるようにしてあげる

こと，技能を身に付けてあげることが学習だと

考え，教師は子供がわかり，できるようになる

ための支援をするものと捉えていたが，設定

FW で，観察，実践した授業は，子供の視点か

ら運動の特性を捉え，場を整える，参加を促し



支えるといった授業であった。私は教師の視点

で運動の特性を見ていたが，子供の視点で運動

の特性を考えることで，このように授業が変化

することに驚いた。この経験から，単元を通し

て子供がベースボールの面白さを理解し，ベー

スボールを上手くなろうと子供が主体となっ

て，いろいろ工夫し，挑戦していく授業ができ

るようになりたいと切に思った。 

1.2 課題研究の目的 

 主免教育実習や課題設定 FW の経験から，私

が受けてきた体育の授業や私が「よい」と思っ

ている体育の授業が今の時代に合っていないこ

とに気付くことができた。将来の変化を予測す

ることが困難な時代に，子供には，現在と未来

に向けて，自らの人生を拓いていく力を育成す

ることが求められている。また，自らの生涯を

生き抜く力を培っていくことが問われる中，新

しい時代を生きる子供のために教師は授業をし

ていかなければいけないと考えた。そのような

「よい体育授業」ができる教師力を身に付ける

ことを目的とする。 

2 課題研究の方法と実際 

2.1 本課題研究で設定する「よい体育授業」

の条件の設定 

① 丁寧なマネジメント：用意，片付けの方法

を決めておく，話し合いの場面で何を話し合

うか明確にして行う。また，見て分かる，聞

いて分かる働きかけ行うことで，分かりやす

く短い説明をすることができる。 

② 授業の雰囲気：教師がやる気を引き出す指

導をすること，豊かな表情で子供に関わるこ

とで，授業の雰囲気は良くなる。教師は，今

何が上手くいっていないのかを一緒に考え，

どうしたらうまくいくのかを一緒に考え，さ

らによりよい方法がないか一緒に考え，子供

が自分なりの仕方で解決することを促す存在

にならなければならない。 

③ 子供同士の学び：教師が指示しなくても子

供が自分から他の子供に質問すること，聴き

合う関係をつくること，他の子供の動きを見

たりすることで生まれるものである。そのた

めに，面白さに注目し，様々な違いを尊重し

つつ，どうしたらみんなで面白さにふれられ

るか子供自身が自分ごととして考えることが

必要である。また，子供同士の関わりが自発

的に行われるためにも子供が主体的に活動で

きる授業をしなければならない。 

④ 子供全員が夢中になれる教材：子供の実態

に適した場や用具を使い，運動の「本質的な

おもしろさ」や楽しさを子供の視点で捉え，

子供をそのおもしろさや楽しさに誘い込むこ

とができるような教材を設定することが必要

である。 

⑤ 効果的な問い：教師から与えられた課題で

はなく子供に必要感のある問いであり，子供

のつまずきを解決するためのものである。ま

た，答えがひとつにならないこと，新たな問

いが生まれるきっかけになること，何度もそ

の問いについて考えることが必要である。 

⑥ 子供の見取り：子供を内面から見ること

で，できたかどうかではなく，何をしようと

したのか，どうしてそうしようと思ったのか

という学びの過程を見取ることである。教師

は，子供の本音や願いを見つけ，子供の思い

をくみ取りながら，子供とともに授業を創っ

ていき，子供の状況をよく見つめ，つぶやき

や声を丁寧に聴いていくことが必要である。 

⑦ 活動中の声掛け：良いプレイを評価した

り，一緒になって喜んだり悔しがったり，時

にアドバイスしたり賞賛したり励ましたりす



ることである。また，コミュニケーションや

観察を通して，子供の状況を把握し，子供が

自分のゴールに意識を向けて行動できるよう

に促す声掛けをしなくてはならない。 

⑧ 子供の実態に適した学習過程：子供が自分

たちで課題を発見し，追究し，解決していく

学習過程である。そのために教師は，子供の

課題を把握し，解決するための方法を理解し

ておかなければならない。授業が進んでいく

と新たな問いが生まれ，新たな発見と追究が

生まれる。この学びの連続で子供は成長して

いく。 

これら 8 つの条件を意識して授業を行えば

「よい体育授業」が実現できると考えた。 

2.2 授業実践の振り返り 

①授業実践の概要 

 第 6 学年ボール運動領域ゴール型「ウォーキ

ングサッカー」の授業（7 時間単元）を実践し

た。サッカーに関する思いや願いを記述しても

らった事前調査から，サッカーが好きではない

子供が半分近くいることが分かった。サッカー

が好きではない理由として，ドリブルやパスが

苦手，ボールがぶつかるのが怖い，サッカーが

得意な人しか参加できないと書いていた。不安

なこととして，周りの人に置いて行かれるこ

と，チームの足を引っ張ってしまうこと，チー

ムの強さが平等にならないことと書いていた。

苦手なことがあっても前向きに参加でき，ゲー

ムに安心して取り組め，得意な子供だけがボー

ルを持つのではなく子供全員が参加でき，楽し

める教材の工夫が必要であると考えた。 

②授業チェック表の活用 

 ボール運動領域ゴール型「ウォーキングサッ

カー」の授業で「よい体育授業」であったかど

うかを子供の視点から評価してもらうために，

授業チェック表を作成した。授業が終わった後

に，子供に授業を振り返えってもらい，授業チ

ェック表で振り返ってもらった。授業チェック

表には各項目 4 段階（①まったくあてはまらな

い②どちらかといえばあてはまらない③どちら

かといえばあてはまる④とてもよくあてはま

る）で丸を付けてもらった。 

また，授業チェック表の結果の項目に対し

て，まったくあてはまらないを 1 点，どちらか

といえばあてはまらないを 2 点，どちらかとい

えばあてはまるを 3 点，とてもよくあてはまる

を 4 点として得点をつけ，各項目の平均値を各

時間計算した。そして，各項目の平均値と各時

間の表とグラフを作成し子供にとって「よい体

育授業」が行えていていたか，また，値の変化

の原因を考察していく。 

2.3 授業の実際 

 「走ってはいけない」とすることで児童が持

っているサッカーの授業に関する不安をなくす

ことができるのではないかと考え実践した。実

際にやってみると、苦手な児童は楽しく取り組

む姿が見られたが、積極的に参加できなかった

児童もいた。 

 

男子 18 名女子 16 名の中からサッカー経験者

を含む運動が得意な子供と体育の授業にあまり

積極的でない子供の授業チェック表の結果を比

べてみると値に大きく差があることが分かる。

その原因を考えてみると，運動が得意な子供に

とって初めて「ウォーキングサッカー」をして



みて，普段しているサッカーとの違いを実感し

ながらも実際にしてみると普段しているサッカ

ーと面白さや考えることが変わらないことに気

付き夢中になることができたから値が増加して

いったのではないか。体育の授業にあまり積極

的でない子供にとって，初めは走ってはいけな

いとすることで，安心して授業に取り組むこと

ができていた。それによって，ボールに触れる

機会が増えていったから値が増加していったと

思う。しかし，授業が進んでいくにつれ，攻撃

と守備のレベルが上がり，考えることが難しく

なっていったことや，安心して参加しにくくな

っていったため，ゲームに参加しにくい状況に

なってしまったと考えた。 

2.4 考察 

 先述した「よい体育授業」を実践するための

8 つの条件から振り返ってみる。 

 条件②である授業の雰囲気を良くするため

に，サッカーの楽しみ方を理解することや，子

供が課題を見つけて解決することが必要だと考

え，コートに入って一緒にプレイすることは有

効な方法だったと思う。そして，条件⑥である

子供の見取りで，上手くいっていない子供・チ

ームに積極的に関わった。上手くいっていない

子供・チームが今何に困っているか子どもの視

点にたって一緒に考えることで，子供は考える

ことが明確になっていったと思う。メンター教

員と実習校の授業観察者との振り返りでは，条

件④である子供全員が夢中になれる教材のため

のルール設定，条件⑤である効果的な問いにな

っていなかったから，ゲームの楽しみ方に問題

が生まれてしまったのではないかと振り返っ

た。ルール設定ではトラップしたボールを取っ

てはいけない，走ってはいけないとしたこと

で，「ドリブルをしてもすぐに取られてしまう

だろう」「ドリブルをする子供は少なくなるだ

ろう」と思っていた。しかし実際にやってみる

とサッカー経験者がドリブルでボールを運ぶ，

トラップミスとドリブルの判断がつきにくい，

ドリブルをしている時に走っているか歩いてい

るかが分かりにくいといった状況になってい

た。また，パスやトラップなどのボール操作が

難しく，子供が考えていることがプレイに生か

されない場面があった。トラップする時に手で

取ってもよいとすることで，落ち着いてトラッ

プしてパスする子供がほとんどであったが，パ

スのスピードが強すぎる時，弱すぎる時，狙っ

たところに行かなかった時があった。トラップ

だけでなくパスにもルールの工夫をするべきだ

ったと振り返った。ゲームの楽しみ方として，

ボールが蹴れたから楽しかった，点が決めれた

から楽しかったなどの振り返りがあり，今の状

態に満足している子供が多かった。チームの状

態を見ると上手くいってないように見えても振

り返りでは楽しかったと書いていることから，

ゲームの楽しみ方がバラバラなチームが上手く

いってない原因だと思った。上手くいっている

チームは「チームで協力できて楽しかった」

「チームで上手くできて楽しかった」と書いて

いることから，チームのことを考えて活動して

いることが大切だと思った。面白いことだけで

なく，ゲームの楽しみ方を全体で共有すること

で，積極的でない子供の参加を促すことができ

ると考えた。 

3 今後の展望 

今後，「よい授業」を実現するために，子供

の思いに気付き，子供の学びをより深めていく

ための支援を行っていきたい。そして，これま

での学びを⽣かしながら教師が子供のためにで

きることを日々考えていきたい。 



体育科における学びの質の向上を目指した学習評価の在り方 

－授業で活用できる「評価イメージマップ」の作成－ 
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１．課題研究計画の設計 

１.１ 課題研究の動機 

 現行の学習指導要領（H29告示）には,今後の

子どもに必要な「資質・能力」として,①「知識

及び技能」，②「思考力，判断力，表現力等」，

③「学びに向かう力，人間性等」の「三つの柱」

として整理されている。これに伴って，評価に

関わる指導要録の「観点」にも反映・対応・一

致させる必要性が示され，①「知識・技能」，②

「思考・判断・表現」，③「主体的に取り組む態

度」の3観点で一体化を図られることとなった。

体育科においても，「技能」をどう捉えていくの

か，「主体的に取り組む態度」をどのように評価

していくのか，また，そのためにどのような学

習内容にすべきかなど見直していかなければな

らない点は多い。子どもの資質・能力の育成へ

とつなぐために，評価の視点をより明確化でき

るようにしていかなければならない。 

置籍校において昨年の夏，「体育科における学

習評価に関するアンケート」を実施した。その

中で，「観点別学習状況の評価についてどう感じ

るか」を選択する問題において，３観点共に「悩

む」，「少し悩む」と感じている回答が多かった。

とりわけ，「思考・判断・表現」や「主体的に取

り組む態度」の評価が難しいという回答が多く

みられた。その理由は，「子供一人一人をどのよ

うに見取れば良いのか分からない」，「教師によ

って評価の視点が異なる」などが記述されてい

た。つまり，目指す子どもの姿や動きを見る視

点が曖昧なことにより，授業で何を支援してよ

いかが難しいと感じている教師が多いと言える。 

2019 年 1月に，中央教育審議会より，「児童

生徒の学習評価の在り方について（報告）」が示

された。これは，現行の学習指導要領の下での，

学習評価の在り方について，基本的な考え方や

具体的な改善の方向性についてまとめられてい

る。その中で，「学習評価について指摘されてい

る課題」では，「評価の結果が児童生徒の具体的

な学習改善につながっていない」，「教師によっ

て評価の方針が異なり，学習改善につなげにく

い」などが述べられていた。 

 このような課題に応えるべく，文部科学省の

ワーキンググループから①児童生徒の学習改善

につながるものにしていくこと，②教師の指導

改善につながるものにしていくこと，③これま

で慣行として行われてきたことでも，必要性・

妥当性が認められないものは見直していくこと

が基本的な方向性として示された。 

１.２ 課題研究の目的  

これまで述べてきた内容における共通の課題

として，「評価の視点が異なる」という点が挙げ

られる。そこで，学年の教師間や子どもと教師

との間で，評価観を共有しておくことが，「学習

評価の改善の基本的な方向性」に示されたこと



につながっていくのではないかと考えた。その

ために，評価の視点を設定し，子どもを見取る

手立てとなるツール（評価表）を作成していく

ことを本研究の目的とする。 

２. 課題研究の実際 

２.１ 課題研究の計画 

実際の授業実践を通して評価の視点の明確化 

を図ろうと，2022年4月より，置籍校である津

田小学校において，課題研究の実践を行った。

各学年3クラスある中で，実践する領域に関し

ては，1 学級の授業を単元通して担当させても

らった。残りの2学級については，事前の「評

価表」をもとに同じ評価の視点で授業をしても

らい，単元を進める中で，対話しながら「評価

表」の洗練を図ることとした。今回作成した「評

価表」は，ルーブリックの形と似ているが，レ

ベル設定ではなく，学びに対する参加の仕方か

ら評価の視点を示し，子どもの学びの状況を見

ていくようにした。また，実践する単元につい

ては，置籍校の体育年間計画に準じてそれぞれ

の学年で担当させてもらった。 

２.２ フィールドワークⅠの実践 

ここでは，第１学年「マット・跳び箱を使っ 

た運動遊び」の実践について述べる。 

（１）単元の概要 

  回る場と乗り越える場，よじ登る場，ジャ

ンプできる場を用意した。単元の導入では，

評価表の「ためしに」の視点から参加できる

かどうかを見るようにしたが，どの子もが夢

中になって遊んでいた。「回り方・乗り越え方」

などの情報を共有することで，「どうやっては

しっこまでいくか」の選択肢が増えていくよ

うに感じた。子どもたちの動きを見ると，「行

き方」というテーマから技能の質的な高まり

を見てとることができた。他クラスの先生も，

授業が進むに連れて，もっと工夫できそうな

環境設定をするなど，十分な支援をしてくれ

ていた。単元を通して主体的に活動していた。 

（２）先生方との話し合いから 

  単元終了後評価表についての感想を伺った。

すると，「評価表があることで授業のイメージ

がもちやすい。」「３観点で分けて見ることは

難しい。」という意見をいただいた。また，評

価表の見方として，「評価の視点で示された内

容が出来ていたらＡなのか，一番右側の視点

までいけたらＡなのか。」と言う質問を受けた。 

（３）単元を終えて 

  評価表の扱いについては課題が残った。Ａ

かＢかを決めるためのツールではないのだが，

どうしても評価したことが評定化への意識へ

とつながってしまう実態が見られた。「見取り

と支援のための表」として活用してもらいた

いが現在のルーブリック型の「評価表」では，

難しい現状であることが分かった。 

２.３ フィールドワークⅡへ向けての研究 

夏休みの時間を活用して，「評価表」に代わる 

新しい形を模索した。その過程において，学び

を得た3点について下に示す。 

（１）「学びのミライ地図」の描き方を読んで 

山本（2022）は，「学びのミライ地図」を描

ける自律型学習者の育成を目指した。自律型

学習者は，「教師に指示されたことをただこな

すだけではなく，自分で学びたいことを選択

しながら力強く学ぶことができる。」と述べて

いる。では，なぜ自律型学習者の育成が重要

だと言われているのか。それは，自律型学習

者の捉えが，「ＯＥＣＤラーニング・コンパス

（学びの羅針盤）2030」の中で述べられてい

るラーニング・コンパスの重要な概念である

生徒エージェンシーと一致するからである。



また，生徒エージェンシーとは，Well-Being

であるという目標に向かって学んでいる姿と

して捉えられており，Well-Beingであること

が個人的にも社会的にも教育の最上位目標と

して表されている。つまり，自律型学習者は

これからの平和で持続可能な社会を創ってい

く当事者として必要な人材だといえる。 

（２）横浜国立大学への訪問 

フィールドワークⅠにおいて課題となった，

どうしても評価を評定化（通知表）へとつな

げようとする意識が働いてしまう実態につい

て梅澤秋久先生に相談した。教えていただい

た情報の一部を以下に述べる。 

〇体育科において評定化することは，これか

らの子どもが学びを創っていくような教育

観からすると，必要ないのではないか。 

〇評定（通知表）の代わりとして，学んだ履

歴を残しておき，保護者に発信することが

大切。説明責任と言われるが，評定のため

の説明責任ではなく，説明責任の質が問わ

れる。例えば，自己調整や自分達で最適解

をいかにして創ったかのプロセスを動画や

ポートフォリオなどで残して置くとよい。 

（３）茅ヶ崎市立香川小学校への訪問 

  通知表をやめた小学校として，記事になっ

た香川小学校に伺い，通知表をやめるに至っ

た経緯や，子どもや教員，保護者が通知表を

やめたことに対してどのように感じているの

か，インタビューさせてもらった。ここでは，

通知表廃止による意識の変化を述べる。 

〇通知表が無くなっても何も変わらないし，

むしろ子どもは，学びに対する意識が高ま

った。通知表に縛られていたのだなと思う。 

〇通知表がないことで，普段の授業をどうし

ようかということに意識を向けられて，子

どもに向き合うことが，プレッシャーなく

できるようになってきた。 

学校長からも，「通知表を無くすこと自体が 

目的だった訳ではなく，評価の在り方を皆で

考えた時に結果的に無い方が良いという結論

になった。」ということを教えていただいた。 

（４）フィールドワークⅡへ向けての研究のま

とめ 

  以上からの学びを次の３点に整理した。 

①自律型学習者や自己調整学習を目指すた

めには，子どもが，自らの学びの過程を

イメージできて，その履歴を残しておけ

るようなものが必要である。 

②通知表への記載を目的とするような，統

一したＡやＢといった評価の基準を作成

する必要はないのではないか。かえって

それがあることが，教師の見取る力や子

どもの学ぶ意識を阻害してしまうことに

つながるのではないか。 

③授業において子どもの学びをサポートで

きるような教師の関わりが重要であるた

め，評定化へと意識が向かわない，見取

り評価に活用できるツールが必要である。 

２.４ フィールドワークⅡの実践 

ここでは，新たなツールを活用した実践を２ 

点示す。 

（１）「学びの地図」の活用 

第５学年「短距離走・リレー」において，

「学びの地図」を活用した実践を行った。「学

びの地図」は，授業の振り返りとして活用し

てもらい，その際６つの視点で（わかったこ

とや見つけたこと・課題・挑戦したこと・あ

れいいなと思ったこと・動きで変化したこと・

困っていること）書いてもらうようにした。

この地図を活用することによって，学びの過



程が見える化されて，子どもも教師も次時の

見通しがもてることを期待した。単元を終え

てみて，子どもの中で今何をしているのか，

次どうしたいかという思いが共有でき，学び

方が分かっており，主体的に学んでいるよう

だった。「学びの地図」にも，課題をもって，

それを解決する方法を発見した様子が書かれ

ていた。授業を実践したクラスの先生からも，

「この学びの地図があると個々の課題とか見

やすく，次時の特定の子に対する支援が考え

やすい。ただ，少し複雑で時間がかかるため，

そのまま下学年ではそのまま使うことは難し

いのではないか。」という指摘をいただいた。 

「学びの地図」を例とした振り返りカード

をくり返し活用することにより，子どもは自

分の思考を整理できるようになった。また，

教師は，子どもの学びの過程をふり返ること

で，子どもがその単元でどのようなことを考

えて,何に困っているのかといった情報を蓄

積することができた。それをもとに，見取り

評価に活用できるツールを模索した。 

（２）評価イメージマップの活用 

第５学年「体の動きを高める運動」の実践

において，マインドマップ作成ツールのサー

ビスを提供しているＡＹＯＡの中から，円グ

ラフ型の「ラジアルマップ」を用いて評価イ

メージマップ（以後評価ラジアルマップ）を

作成した。それを担任の先生に活用してもら

い授業を実践してもらった。単元を終えた後

に，先生にインタビューをしたところ，「ポイ

ントや発問のイメージがしやすかった」とい

う意見をいただいた。また，「子どもと教員と

の関わり方や，子ども同士の関わり方につい

てもイメージマップから，事前に想定してお

くことができたこと。特に今回の単元では，

一人一人のやりたいことや，それぞれの場で

の高めたい力について注目し，声をかけるこ

とができた。」とのことであった。 

３.今後の展望 

当初の予定では,「評価表」を子どもとも共有

することで,学びの質の向上を目指す予定だっ

た。しかし,「評価表」がどうしても評定意識を

与えてしまうことや,子どもの思考を誘導して

しまう懸念があるため,共有するには至ってい

ない。「評価ラジアルマップ」を作成した現在も,

未だに共有には至っていないが,シンプルな形

で示すことができないかと模索中である。 

また，「評価表」からの変更もあり,「評価ラ

ジアルマップ」の作成に至るまで時間がかかっ

てしまった。現在，3 学期の体育の授業におい

て,事前に作成した「評価ラジアルマップ」を活

用中である。そして,使用していただいた先生方

から，有効性を確認していきたい。来年度に向

けて,これまでの実践から見てきたことを生か

しながら，各学年・単元ごとの「評価ラジアル

マップ」を作成し,置籍校の先生方の誰からもア

クセスできるフォルダーに置いておき，活用し

てもらうように働きかけたい。そうすることで，

次年度以降，体育学習での活用が見込まれ，子

どもの学びの質の向上が図れると期待したい。 
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1 課題研究計画の設計 

1.1 課題研究の動機 

 筆者は，大学院１年生の時に参加した教科教

育課題設定 FW(以下，設定 FW)に参加した。実習

中にバスケットボールの授業を行うことが決ま

った際には，専門(柔道)としている競技以外は

あまり得意ではないため，体育の授業で実施す

るのは難しいと思いつつ，授業を考えて授業を

行うと，指示する場面が多かったり，子ども全

員に同じような言葉かけをしてしまったりと，

個に応じた関わりができなかったと省察を行っ

た。 

 設定 FW終了後のゼミ活動中に，体育教師の専

門性はどのように考えたらよいのかという話題

になり，初めて体育教師とはどういう教師なの

か考えるようになった。もともと，体育教師

は，競技の専門性をもち，技術を伝達すればよ

いと思っていた。 

 しかし，少しずつ体育教師について学びを深

めていくと，体育授業において教師は，自らが

専門としている競技以外においても，体育的な

知識をもって個に応じた関わりを行わなければ

ならないということが分かった。それは，現在

目指されている「令和の日本型学校教育」の学

びが実現すると考え，設定 FW終了後から教科教

育課題 FWⅠ(以下，FWⅠ)開始までに情報を収集

した。 

先行研究や文献を紐解き，理解を深めたうえ

で，徳島県立 U高等学校(以下，U高)で FWⅠに

参加し，選択制の体育授業を観察・実践した。U

高では，5種目(バスケットボール・バレーボー

ル・バドミントン・サッカー・卓球)の中から子

どもがやりたい種目を選び，選択者同士で活動

していくという授業であった。子ども同士で工

夫をしてゲームに取り組む子どももいれば，活

動の場に入っていけなくて端っこの方でゲーム

を見守る子どもも見られた。このような状況を

見て，体育教師としての専門性を発揮し，全員

が体育授業に参加できる授業を展開することが

大切だと感じた。 

1.2 課題研究の目的 

高等学校学習指導要領(平成 30年告示)解説¹⁾

の保健体育科の教科の目標を読み解釈する中

で，子どもの活動を理解するだけでなく，子ど

もを見取り，必要に応じて教師が子どもに関わ

ることが大切であると考えた。子どもが運動の

楽しさや喜びを味わい，生涯にわたって継続し

て運動に親しみたいと感じることができたり，

体育授業に主体的に取り組み自己の課題を発見

し，思考判断したりできる授業には，体育教師

の関わりが重要であると感じた。 

そこで，子どもが体育が楽しいと感じ，生涯

スポーツにつなげられる授業実践を磨くため



に，体育教師の専門性を理解し，体育授業で発

揮できる教師力を身に付けることを目的とし

た。 

2  課題研究プロセスの実態 

2.1体育教師の専門性について 

 体育教師は，授業のリスクヘッジや子どもの

応答などを踏まえて授業を考えることが大切で

あるが，用意していた授業通り授業実践をする

のではなく，その場や個人を判断し必要に応じ

て関わることが大切であると考える。 

 佐伯胖(2003)²⁾は，「『プロになる』とは，臨機

応変に，その場その場の状況に即興的に応じら

れるようになること」と述べている。 

体育教師は種目の特性を理解し，「プロ」として

関わり，子どもが「主体的・対話的で深い学び」

ができるように，常に意識して教科や学びの本質

を理解しておく必要があるのではないかと考え

る。 

環境学習ガイドブック(福井県)の第 2 章の 4³⁾

に，指導者の役割として，3 つの名称の指導者（イ

ンストラクター・ファシリテーター・インタープ

リター）について記載されている。 

筆者は，「体育の専門性」について上述した指導

者の役割が重要ではないかと考え，３つの役割が

発揮される授業について考えていくことにした。 

2.2.2 インストラクターとは 

 「インストラクターとは，知識や技術を伝え

る役割を担う人のこと。」³⁾と書かれている。子

どものつまずきを見取って適切な技術情報を与

え，子どものつまずきを解決することも大切な

教師の役割だと考える。 

2.2.2 ファシリテーターとは 

 安斎と塩瀬(2020)⁴⁾は，「ファシリテーターと

は，ファシリテーションする人，もしくは役割

を指し，英語で『促進する』や『容易にする』」

と述べている。場をよく観察し，子どもとの関

わり方を変更したり，子ども同士の関係に揺さ

ぶりをかけたりしながら，子どもが意欲的に授

業に参加できるようにすることが大切であると

考える。 

2.2.3 インタープリターとは 

 「インタープリターとは，自然やさまざまな

物事について解説する役割を担う。」³⁾と書かれ

ている。体育授業で考えると，子どもが話し合

いをしている際に，その中で出た意見を要約し

て伝えたり，子どもがうまく言葉にして伝えら

れない際に，言いたそうなことを読み取って伝

えたりすることなどが挙げられる。 

3 課題研究の方法と実際 

3.1 教科教育課題 FWⅠ 

 「体育教師の専門性」を意識しながら，授業

観察・授業実践を行った。 

2022年 5月 9日から６月 14日までの期間の中

で 15日間，鳴門市内の U高で FWⅠに参加した。

体育授業の中で，①教師の専門性(インストラク

ター，ファシリテーター，インタープリター)が

どのように発揮されているのか，②子どもの取

り組み方という視点で授業観察を行った。 

 ①観察した授業は，主にインストラクトする

場面が多かった。授業の初めの場面でゲームコ

ートやゲームの行い方，ルールの指示などが見

られた。子どもに任せるのは難しいと感じる場

面は，前もってゲームの対戦相手やゲームコー

トの配置などを準備しておき，必要な指示のみ

していた。活動時間をたくさん確保するためや

なるべく多くの子どもが参加できるようにする

一つの工夫ではないかと思った。 

 教師がしっかりと高等学校学習指導要領に示

されている目標や内容を理解し，そのために教

師は何ができるのかを考えることが大切だとい

うことが分かった。 

 ②子どもの取り組みは，高校生ということも



あり，ある程度の技能が身に付いていたりある

程度のルールを把握していたりしていると感じ

た。時間いっぱいまで楽しむ子どもや，自ら実

習生に声をかけ一緒に種目を楽しもうとする姿

も見られた。しかし，活動の様子を見ている

と，どのような課題をもって活動に取り組んで

いるのか，体育授業の中でどのようなことを学

ぼうとしているのかが分からなかった。そこ

で，授業中においても実際に子どもに問いかけ

てみることも大切ということを学んだ。 

3.2 授業実践の実際 

 FWⅠの授業実践では，第 1 学年を対象に球技

ネット型「バレーボール」(キャッチバレーボー

ル)を 3時間実践した。球技ネット型のバレーボ

ールのおもしろさ
．．．．．

を「ネットを挟んでのボール

の落とし合い」と捉え，授業を行った。バレー

ボールコートにすることで，広すぎたり人数が

多く動かない人が出てきたりすると考え，バド

ミントンコートを使用し，1 チームの人数も 4人

にした。5人になったチームは，ローテーション

を行いながらコートの中には 4人とした。ネッ

トを挟んでの落とし合いを行うため三段攻撃を

意識させ，ゲームに参加していくことを推奨し

た。また，レシーバーとセッターはボールを手

でキャッチしても良いというルールとした。し

かし，3人目は必ず手で打つこととした。また，

ワンバウンド制はなしにした。単元計画は，1時

間目にバレーボールの面白さに気づき，2時間目

と 3時間目はネットを挟んでの落とし合いに夢

中になれるよう，三段攻撃を意識してゲームを

するという構成とした。 

3.3 分かったこと 

 FWⅠでの授業実践全体を振り返ると，3つのこ

とが分かった。 

 1つ目は，教具・用具の工夫が大切であるとい

うことである。いつでも確認できるようにする

ことや理解しやすくするために，ゲームのルー

ルや学習課題は可視化できる教具を用意するこ

とが大切である。また，用具に対する恐怖心を

もつ子どもを考慮し，アンケート調査を行い，

用具の工夫に努めることが大切である。 

 2つ目は，学び方を提示することである。初め

て経験することは，一度どのようなことをする

のかを示さないと口頭だけでは伝わらない。実

際にゲームに参加し，一緒に楽しみながら学び

方を共有していくことも大切だということが分

かった。 

 3つ目は，種目の面白さを単元初めに共有させ

ることである。今回の授業実践では，バレーボ

ールの面白さ(協力してボールの落とし合いをみ

んなで楽しむ)を全員に共有させることができて

いなかったため，「スパイクを打ったら陰口を言

われそう」の意見が出てきた。全員が面白さを

共有してそのコトに夢中になることができれ

ば，このような言葉は出てこなかったのではな

いかと考える。 

3.4 教科教育課題 FWⅡ 

 2022年 9月 12日から 10月 14日までの期間の

中で，15日間，FWⅠと同じ U高で教科教育課題

FWⅡ(以下，FWⅡ)に参加した。実習期間中に体

育祭があったため，体育祭が終わるまでは体育

祭の練習(ダンスの練習と競技の練習)に励んで

いた。FWⅡでは，①体育祭に向けての取り組み

方 ②取り組み方の違いの背景を視点に授業観

察を行った。 

 ①体育祭に向けての取り組み方は，体育祭に

向けて熱心に練習に励む子どももいればそうで

ない子どもも見られた。そうでない子どもは，

座って仲間と話しをする姿が見られた。しか

し，指示があり言われたことは指示通り動いて

いたので，全く練習に参加しないわけではなか

った。指示通り動けるのは，指示者が目標・目

的を伝え，真剣さがその子に伝わっていたから

だと感じた。  



 このことから，声かけや日頃のコミュニケー

ションが大切だと感じた。 

 ②取り組み方に違いが見られたので，何名か

に話を聞いた。そうすると，目標があったり好

きなことに対しては自ら取り組んだりすること

ができるが，やらされていることは，熱心に取

り組まないということが分かった。子どもの意

見から受動的になる原因があったため，その子

の問題だけでなく，受動的になる何かしらの問

題があることに気づかされた。体育授業でも，

子どもがしたいこと(＝欲求)があるうえで授業

を構成していくことが大切だということが分か

った。 

3.5 授業実践の実際 

 FWⅡの授業実践では，第 2 学年を対象に球技

ネット型「バドミントン」の授業(5時間)を実践

した。 

 教師の意図は，子どもが授業を通して，余暇

の時間にバドミントンを楽しめる生涯スポーツ

につなげることを目標とし，まずは子どもの意

見を活かした授業を展開しようとした。授業を

重ねるにつれて，子どもから「長く続けたい」

という思いがあったため，筆者は「記録に挑戦

することが楽しい」と捉え，「どうすれば長く続

けられるか」を考える授業とした。 

3.6 「KH Coder(フリーソフト)の活用」 

 データは，授業中の教師の「言葉かけ」の様

子をビデオ撮影し，音声データをテキストデー

タ化にすることにした。分析は，テキストマイ

ニングで行った。使用したソフトは，樋口

(2004)⁵⁾が製作・公開している KH Coder（フリ

ーソフト）を使用した。その結果をもとに，子

どもにどのようなことを意識させ，どのように

教師の専門性を発揮しているのかについて考察

を行った。 

 授業を重ねるにつれて導入（準備運動）に関

する言葉から学習課題に関する言葉が中心性を

示したり，出現回数が多くなったりした。「長く

続ける」ためにどのようなことを意識している

のかどのような工夫をしているのかなどを発問

し，学習課題を意識した学びができるようにフ

ァシリテートしていた。また，どのようなこと

を意識しているのかどのような工夫をしている

のかが分からない子どもに関して，子どもの活

動の様子からインタープリトすることで子ども

が意識していたことが明らかとなった。 

このことから，学習課題に関するファシリテ

ーターやインタープリター的関わりをもつこと

ができたと解釈した。 

4 今後の課題 

 設定 FWでは，子どもを見守るだけの授業であ

ったが，FWⅠ・Ⅱを通して，子どもが思考でき

る授業がつくれたのではないかと考える。その

一方で，技術的な部分においてあまり関わるこ

とができなかった。タイミングや何を伝えれば

よいのかが難しかった。 

 今後は，教材研究をしっかり行い，体育教師

の専門性をどのようなタイミングでどのような

ことを発揮すべきかを考え，子どもの思いや願

いに応えられるようにすることが課題である。 
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体育の授業に積極的な参加が難しい子どもが楽しみながら            

運動に取り組むことのできる体育授業づくり 
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1 課題研究計画の設計 

教育課題設定フィールドワーク（以下設定

FW）は，全校生徒 9 名の小規模校に配属され

た。設定 FW 校の体育授業は，全学年での合同

体育という授業形態がとられていた。通級によ

る指導を受ける 2 名の児童や，6 歳〜12 歳まで

の児童など，それぞれの有する発達段階や特性

は様々であった。  

中でも，通級による指導を受け，発達障害の

疑いのある児童が体育の授業時に示す反応は多

様であった。話し合いの活動に対する参加が困

難である，指示を正確に受け入れにくい，ルー

ルの理解に時間がかかる，モチベーションの維

持が困難である，環境・活動の変化に対応しづ

らい，など様々であった。大学院では「誰もが

楽しむことのできる体育」の重要性について学

びを得たこともあり，障がいの有無に関わら

ず，体育でのスポーツや運動の楽しみを感じら

れるような授業の工夫が必要だと感じた。  

そこで教科教育課題フィールドワーク（以下

課題 FW）Ⅰ・Ⅱにおいて発達障害児もしく

は，その疑いのある児童に焦点を当て，特性を

持つ児童が主体的に体育授業に取り組むことが

できる体育授業づくりについて，実践・検討し

たいと考えた。  

 社会の変化が急速に進行するこれからの時代

は，子どもの個性や学びのニーズがより一層多

様化していくとされている。「『令和の日本型学

校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの

可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的

な学びの実現～（答申）」（2021）でも指摘され

ているように，「支援が必要な子供により重点

的な指導を行うことなど効果的な指導を実現」

することが今後，より一層求められるだろう。

そのような授業づくりや子どもへの支援ができ

る教師力を身につけることを目的とする。 

 

2 発達障害に関する近年の動向  

2017 年に文部科学省より「発達障害を含む

障がいのある幼児児童生徒に対する教育支援体

制整備ガイドライン」が作成された。これら

は，対象を発達障害のある児童等に限定せず，

発達障害の疑いのある段階から教育上特別の支

援を必要とする全ての児童等に拡大したといえ

るだろう。そのため，通常学級における発達障

害児やその疑いのある児童に対する支援は，こ

れまで以上に教育現場にとっての重要課題にな

ったと考えられる。  

文部科学省の「通常の学級に在籍する特別な

教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査

結果」（2022）によると通常の学級に在籍する

特別な教育的支援を必要とする児童生徒は，小

中学校では 8.8％だったことが令和４年 12 月

13 日，「通常の学級に在籍する特別な教育的支



援を必要とする児童生徒に関する調査」が報告

された。これらのことから今後も，発達障害

のある児童生徒の通常学級においての在籍率

は増加すると思われる。これに伴い，発達障

害のある児童と健常児童との学習課題設定等

において困難さを感じる場面も増加するので

はないかと考える。今後はそれぞれの特性に

応じた具体的な対応や授業実践時の工夫等の

研究の累積が求められるだろう。 

 

3 課題研究の方法と実際 

3.1 教科教育課題設定 FW 

設定 FW では全校生徒 9 名という小規模校に

初めて伺った。小規模校の子どもたちは，幼い

頃からずっと一緒にいて，それ以外の他者と関

わることが少ないと感じた。そのためか，新し

い環境に馴染むのに時間がかかったり，初対面

の人と関わるのに躊躇があったりする様子が見

られた。中学校や高等学校など，進学していく

につれて今よりも人が多い中で生活していくこ

とになるため，地域の人や近くの学校との交流

を積極的に設けるなど，少しずつ慣れていくこ

とが子どもたちのために必要な支援だと感じ

た。 

3.2 教科教育課題 FWⅠ  

徳島市内の小学校で 6 年生のクラスを中心に

授業の観察と児童との関わりを通じた実践を行

った。配属クラスの中でも数名，他者との関わ

りや，感情のコントロール，身体を思い通りに

操作することに困難を抱えている様子の児童が

見られた。だが，特別な支援を要する児童に対

しては，学校全体で見取り，見守り，必要に応

じて支援を行っているように感じた。また，

FWⅡでは体育授業の実践を行うが，作戦を立て

る際などに人との関わりに困難を抱え積極的な

参加が難しい児童に対する関わり方の難しさに

不安を感じた。 

体育の授業では，9、。マット運動で頭跳ね起

きやロンダートなど，技を試行することに難し

さを感じ，参加が意欲的にできているとはいえ

ない児童が見られた。そういった児童に対する

関わり方，言葉かけの仕方などをしっかりと学

んでいきたい。後転ができない児童に対して，

場づくりを工夫することで活動に対する意欲を

高めるようなことができると感じた。 

以上のことから，体育の授業に積極的な参加

が難しい子どもに対する授業づくりとして，言

葉かけ，環境づくり，ポジティブな行動支援を

大切にした関わり方等が，大切になってくるの

ではないだろうか。大学院の授業では「誰もが

楽しむことのできる体育」の重要性について学

びを得たこともあり，特性や障がいの有無に関

わらず，体育でのスポーツや運動の楽しみを感

じられる授業の工夫が必要だと感じた。 

 

3.3 教科教育課題 FWⅡ 

3.3.1 授業実践の概要 

筆者は，第 6 学年器械運動領域跳び箱運動の

授業（6 時間単元）を実践した。跳び箱運動の

本質的なおもしろさは移動であり，移動の中に

あるおもしろいコトは「いかにして跳び箱の向

こう側に移動するコトに挑戦すること」と捉え

ている。このおもしろさの共有を単元前半に積

極的に行い，クラス全員が，技が「できる・で

きない」を判断基準として跳び箱運動が「得

意・不得意」と捉えるのではなく，「いかにし

て向こう側に行こうか」と挑戦することがおも

しろいという跳び箱運動の見方・考え方を共有

させたいと考えている。 

 



3.3.2 抽出児の実態と支援 

A 児 

A 児は好き嫌いがはっきりしており，興味のな

い活動に対しては参加が難しい。課題 FWⅠ時

に観察したマット運動の授業の際には教師の後

ろに位置し，活動には参加できていなかった。

自分の思い通りにならないと，ものを投げるこ

ともある。他の授業でもグループ活動にはうま

く参加することが苦手である。日常的な関わり

では，信頼関係を築くことを大切に接するよう

に心がけた。積極的に名前で呼ぶことや，常に

共感する姿勢を持って接した。仮に，逸脱行動

が見られた際には，本人の気持ちや思いを対話

を通じて汲み取りながら決して否定することな

く，共感的な姿勢を持って接した。体育授業の

支援としては，好き嫌いのはっきりとしたＡ児

には様々な場を設けることや跳び箱の置き方を

工夫することで取り組むことのできるようにす

る。場を自由に選択できるようなかかわりをす

ることや，思い通りにならず感情的になったと

きには，これまでの挑戦を振り返らせ，失敗で

ないことを知らせ，クールダウンができるよう

な配慮を行った。 

 

B 児 

Ｂ児は身体能力が高く，体を動かすことは好き

であるが対人関係を築くのが難しく，時に大き

な声をあげて周囲の児童を遠ざけてしまうこと

がある。チームで協力して何かに取り組むこと

や，特に女子児童と話し合いをすることが得意

ではない。日常的な関わりでは，A 児と同じく

信頼関係を築くことを大切に接するように心が

けた。積極的に関わりを持とうとし，安心して

もらえるような関係性を築けるよう接した。抽

象的な表現，曖昧な表現では指示が伝わらない

こともあったため，例を用いたり，数字で表し

たり，何をするべきか，いつまでにするべき

か，などを具体的に示した。B 児に対しては，

様々な跳び箱の場を設定することで，積極性を

活かした挑戦活動が展開できるようにすること

や，挑戦意欲を持続させるために，ゲーム性を

もたせた活動への助言をおこなった。 

 

3.3.3 分析の方法 

データは授業実践後毎時に記録した抽出児の

授業の様子と自身の関わりを授業記録としてテ

キスト化し分析資料とした。また，授業終了に

子どもが書いた振り返りシートも参照資料とす

ることにした。分析は，樋口(2014)が作成・公

開している KHcoder(フリーソフト)を使用す

る。このソフトを使用することによって，文字

列の中から文章を取り出したり，情報を取り出

したりすることを可能にし，テキストの中に存

在する本当の意味や，自身の振り返りの中で気

づけなかったことを抽出できる。この方法をテ

キストマイニングといい， KH coder はコンピ

ュータによって自データの 中から自動的に言

葉を取り出す。これにより，語の選択にあたり

主観的になり得る手作業を廃し，客観性を確保

し，全体的な傾向を捉えることができると考 

える。 

 

4 まとめ 

4.1 考察 

 今回の実践では 2 名の児童ともに振り返りや

活動の分析結果からも積極的に取り組んでお

り，このことは成果の一つであるといえる。 

A 児は，うまくいかないことにもあきらめ

ず，こだわりをもって挑戦ができていたこと

や，他の児童の意見やめあてを参考にできてい



たことが分析の結果からも分かった。授業の様

子からも，個々での活動が中心となる跳び箱運

動であったが他の児童の様子を観察して自分の

動きに取り入れてみたり，共に挑戦活動を行っ

たりするなど，FW 中の授業ではあまり見られ

なかった他者と協働して学びに取り組む姿も見

られた。自分の思い通りにならないことから逃

げだすことや，他者との関わりが多くない A 児

にとって良い学びの提供ができたのではないだ

ろうか。また，単元の終盤まで活動をやめるこ

となく夢中になって取り組むことができてい

た。振り返りを参照してみても単元を通じて次

第に行き方にめあてを持つことができるように

なっていたことがわかった。 

B 児はめあてをきちんと理解し，助走の勢いや

技の組み合わせを工夫しながら課題を解決する

ために様々な挑戦活動ができていたことが分析

の結果から分かった。振り返りの中にもめあて

の言葉が多々使用されており，自分の中で課題

を持ち，できないことへ挑戦ができていたとい

える。授業の様子からも，色々な行き方を試行

錯誤しながら挑戦できていた。単元を通じて B

児の運動に対する積極性を活かした挑戦活動が

展開できたのではないだろうか。 

 

4.2 今後の課題 

 今回抽出した 2 名の児童は，授業に対して課

題意識を持ちながら積極的に学習に取り組むこ

とができていたといえる。だがクラス全体でみ

ると，自分の挑戦できる場がない児童や，挑戦

活動に飽きてしまい活動が止まってしまってい

るなど，様々な要因から授業に取り組むことが

できていない児童が複数見られた。中には 6 年

生に進級してから一度も体育の授業に参加した

ことのない児童もいた。数名の児童に注目して

効果的な支援を行うことはできたものの，教師

である以上，授業に参加するすべての児童が行

う運動のおもしろさを知り，夢中になって取り

組むことができなければならない。すべての児

童が取り組むことのできる環境設定の工夫を行

いたい。特に，進級してから一度も体育に参加

したことのないに児童に対して参加を促すこと

ができなかったことに悔しさが残っている。見

学していて「楽しそう」「これなら自分にもで

きそう」だと跳び箱運動の魅力を感じさせるこ

とができれば，活動している子どもに関わった

り，1 回でも挑戦しようとしたりしたのではな

いだろうか。複数の課題を同時に解決すること

のできない筆者自身の視野の狭さに，教師とし

ての力不足を感じた。今後は自身の中に知識と

経験を累積し，良い授業が実践できる教師とな

れるよう精進したい。 



体育活動に関する適切な態度の育成を目指した授業実践 

～豊かなスポーツライフの実現を目指して～ 

高度学校教育実践専攻教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 実習責任教員 松井 敦典 

甲本 裕次郎 実習指導教員 湯口 雅史 

キーワード：高校体育，資質・能力の 3 つの柱，豊かなスポーツライフ 

 

1 緒言 

高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説

体育編では，高等学校「体育」については，『生

涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し，

スポーツとの多様な関わり方を状況に応じて選

択し，卒業後も継続して実践することができる

よう，「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力

等」，「学びに向かう力・人間性等」の育成を重

視する観点から内容等の改善を図る』と記され

ている。 

「教科教育課題設定フィールドワーク」で

は，高校における体育授業のほとんどが，試合

中心の授業ばかり行われていたことから，ただ

単に試合をこなすだけでは，育成すべき3つの

柱を考えたときに，「技能」は育成できても，

それに関する「知識」やその他の資質・能力に

関しての育成に課題があると考えた。高校の体

育授業は，生涯にわたって豊かなスポーツライ

フの実現を目指すという点において，運動やス

ポーツに関わる最後の機会になりうる可能性が

あると考えられる。このことから，生徒が単に

試合をこなしている状況から,生徒が主体的に

考えて行動していけるような授業内での工夫や

展開を行い,「知識・技能」，「思考力・判断

力・表現力等」，「学びに向かう力・人間性等」

の資質・能力の育成を目指した授業実践するこ

とにより,体育やスポーツを「楽しい」「頑張り

たい」「もっとうまくなりたい」と体育活動に

関する適切な態度を育成し,豊かなスポーツラ

イフの実現に繋げることが必要であると考え

た。そこで，このことを解決するための授業実

践を実施した。 

 

2 授業実践方法 

授業実践は，鳴門市内のN高等学校の1年生

（29人）を対象に，「教科教育課題フィールド

ワークⅠ」では，ソフトボールの授業実践を，

「教科教育課題フィールドワークⅡ」では，バ

スケットボールの授業実践を行った。 

1時間目は試合を行わずに練習を行った。2時

間目以降はソフトボールでは，練習グループと

試合グループに分けて授業を行い，バスケット

ボールでは，練習を行った後に試合を行った。

毎回授業終わりにワークシートを書かせ，ま

た，授業の様子を把握するためのビデオ撮影を

行い，これらを参考に，次の授業はどのように

すべきか，生徒が何につまずいているのかを発

見し，次の授業の構想と授業の成果を検討し

た。 

 

3 授業実践 

3-1 授業実践「ソフトボール」 

ソフトボールの授業実践では，1 時間目にス

タンドティーでのバッティング練習とキャッチ



ボールなどの練習を行った。2 時間目はキャッ

チボールなどの基本練習を行った後，全体を 2

チームに分けて試合を行った。3 時間目，4 時間

目は全体を 3 チームに分けて 2 チームが試合を

1 チームが練習を行った。チーム分けは，事前

のソフトボールの授業に関するアンケートで

「経験者が固まってチーム力に差が出たことが

あった」などのコメントがあったため，練習で

の技術力の観察と経験者へのヒヤリングを行い，

筆者がチーム分けを行った。試合では，チーム

ごとに打順や作戦を考える時間を設けたり，イ

ニング開始時を走者満塁で開始するなどの工夫

を行った。さらに，チームごとに打席の内容と

打点をスコアに記録するなど，競技を「するこ

と」のみならず，「みる，支える，知る」といっ

た視点から，スポーツとの多様な関わり方を学

ぶようにした｡ 

 

3-2 授業実践「バスケットボール」 

バスケットボールの授業実践では，1 時間目

にドリブル，シュート，レイアップシュートの

練習を行った。2 時間目は練習を行った後，ハ

ーフコートで 4 対 4 の試合を行い，3 時間目，4

時間目は練習を行った後，フルコートでの試合

を行った。チーム分けは，筆者が行った。試合

では，チームごとに作戦や話し合う時間を設け

たり，リングにボールが触れたら 1 得点にする

などの工夫を行った。そして，ソフトボールの

授業実践同様にチームごとにスコアを記録した。

「得点」，「シュート数」，「アシスト」などを細

かく記録し，次回授業時にチームごとに提示す

ることで，自己やチームの課題発見へと繋げた。 

4 まとめ 

 授業後のワークシートから，「少しの間で上

達できたと思うと，ソフトボールも楽しいスポ

ーツだと思った。」，「バスケットボールは苦

手だったが，少しずつできるようになったので

良かった。」など，「知識・技能」に関する記

述だけでなく，「思考力・判断力・表現力等」

や，「学びに向かう力・人間性等」に関する記述

も多くみられた。これらの資質・能力は，生涯

にわたって豊かなスポーツライフの実現を目指

す上でとても重要な要素であり，今後の体育活

動においても継続すべき適切な態度の一つであ

る。このように高校の体育授業において，ただ

単に試合をこなすのではなく，生徒が主体的に

考えて行動していけるような授業内での工夫や

展開を行うことで，3 つの柱の育成と，体育活

動に関する適切な態度の育成をすることができ

たと考える。そして，この高校体育での経験が，

卒業後の豊かなスポーツライフの実現に向けて

大きく影響を与えてくれると考える。 

 

5 今後の展望 

今回の授業研究では，ソフトボールとバスケ

ットボールの授業実践を行ったが，筆者自身が

野球経験者であったため，ソフトボールの授業

では，技術指導や練習のアイデアなど様々な専

門性を活かした授業づくりを行うことができた。

しかし，バスケットボールの授業では，専門的

知識や技能がまだまだ足りていないこともあり，

生徒から「教え方が難しかった」，「ルールがよ

く分からなかった」などの声があり，今後の課

題の一つだと感じた。また今回の研究では，4 回

の授業しか行うことができなかったため，1 つ

の単元計画で考えたときに，もっと練習の時間

を増やすのか，チーム分けをある程度したら再

編成する必要があるのかなど，生徒のニーズに

合わして授業展開を行う必要があると考える。 



運動部活動と体育授業における生徒のつまずきと教師の言葉かけに関する実践研究 
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Ⅰ 緒言 

 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）

解説保健体育編では，自ら運動に親しむ能

力を高め，運動やスポーツに多様な形で関

わることができるようにするため，入学年

次では中学校第３学年との接続を重視して，

選択のまとまりの中から選択した領域につ

いて自主的に取り組むことができるように

し，その次の年次以降では，全ての領域から

選択し，生涯にわたる豊かなスポーツライ

フを継続する資質・能力の育成に向け，知識

と技能をより一層関連させ，主体的に取り

組むことができるよう配慮することが大切

であると記載している。 

 高校で初めての実習，NU 高等学校での

フィールドワークを通して，全体的に教師

が生徒にかける声掛けは，A 中学校保健体

育科教員と比べると少なく，ほとんどない

ように感じた。A 中学では一から教えて最

終的にゲームを行うが，NU高等学校では，

中学校である程度の基礎が出来ている状態

であるため，入学年度からゲームばかりの

授業展開で、先生方もゲーム形式で行うこ

とがほとんどであると話していた。また，

NU 高等学校の体育授業は，種目選択制で

あり，基本的に生徒たちは行ったことのあ

る種目や専門種目を選ぶ生徒が多かったた 

 

め，ゲーム形式の授業展開でも，授業として

成立していた。 

 今回の授業研究では，生徒の運動部活動

と体育授業中の運動技能のつまずきに気づ

かせ，それを解消するために主体的に反復

し練習に取り組むようになるような教師の

言葉かけ，さらに，生徒自身が運動部活動や

体育授業が楽しいと感じ，上手になりたい

とモチベーションを上げる言葉かけについ

て検討することとしたい。 

 

Ⅱ 授業実践と成果 

（１） 授業実践 

 教科教育実践フィールドワークⅠでは，

ウォーミングアップ後，すぐにゲーム形式

の主運動に移行する授業展開であったため，

筆者も生徒に混じってゲームを行い，実際

に中に入って気付いたつまずきを生徒に個

別に伝え，どのように生徒が考えているの

かなどを聞き，事例的に指導した。 

 教科教育実践フィールドワークⅡでは，

体育祭のため，体育授業ではダンス等の体

育祭種目を行ったが，意欲的でない男子生

徒が存在したため，彼らに対して「もっと楽

しもう」等の声かけを行った。 

（２）成果 

 教科教育実践フィールドワークⅠでは，

ただ単に体育授業中にゲームを行うだけ，



体育館の隅で座って話しているだけであっ

た生徒に対して，授業内で個別に前向きの

言葉かけを行っていき，生徒の立場に立っ

て授業を行っていくことで，授業に参加す

る生徒が増えた。 

教科教育実践フィールドワークⅡでは，

ほとんどの生徒たちが主体的に体育祭の準

備を行っていたが，意欲的でない生徒も若

干名いた。しかし，彼らも，筆者が声かけを

してリードすれば，笑顔を見せてくれるよ

うになった。 

生徒たちのつまずきにいち早く気付き，

実践しながら伝え，言葉かけを行っていく

ことで，生徒たちは真似をするように行い，

指導の前と後では，技能の向上だけでなく，

モチベーションも高まり，体育授業に対す

る意欲も高まっていた。 

教師・指導者の言葉ひとつで生徒たちは

前向きな気持ちに変わっていくのではない

かと考えられる。 

 

Ⅲ アンケート調査 

 教科教育実践フィールドワークⅠ・Ⅱで

の体育授業後に，NU高等学校の全学年，計

274人を対象にアンケート調査を行った。 

 調査内容は以下の通りである。 

①「性別」 

②「学年」 

③「現在・過去に運動部、クラブチーム等 

に所属していたことがあるか」 

④「行っている（いた）運動種目」 

⑤「今までに先生、指導者に教えてもらっ 

た運動技能のポイントの言葉かけの中 

で、最も心に残っている内容」 

 

 

Ⅳ まとめ 

 アンケート調査の結果から，現在及び過

去に運動部活動に所属している，していた

生徒の大半が，教師，指導者から運動技能

のポイントについて「言葉かけをされた

ことがある」と回答し，その内容は，技術

的指導，前向きな言葉かけが多かった。 

一方で，これまで運動部活動に所属し

たことがなく，体育授業の経験しかない

生徒のほとんどは，「言葉かけをされたこ

とがない」「印象に残っていない」と回答

していた。 

 高校生にもなると，ある程度の運動技

能と知識が備わっているため，ゲームを

中心にした授業でも，豊富な運動量の体

育授業が展開されていた。しかし，ゲーム

を流しているだけで，プレーを止めて技

術指導を行うことがないため，運動部に

所属していない生徒は，言葉かけについ

て印象が薄いのではないかと考える。 

 体育授業では，運動技術の指導を定期

的に全体で行うだけでなく，個別指導も

積極的に行い，生徒一人ひとりに合わせ

た，適切な言葉かけをし，技術ポイントを

簡潔に伝えていくことが重要ではないか

と考える。 

 

V 今後の課題 

今後の課題は，以下の 3点である。 

１．教師が生徒に言葉かけを行う際には，各

運動種目における技術ポイントの専門知識

をどれだけ持っているかが重要視される。 

筆者は，野球経験者であるため，ベースボ

ール型球技の授業では，技術指導を行う際

の簡潔な言葉かけ，練習方法の助言をする

ことは可能であるが，専門外の球技に関す



る知識は浅く，運動技能も低い。 

実際に言葉かけを行えない場面があった

ため，専門競技以外の体育授業を指導する

際の知識を深め，運動技能のレベルアップ

が必要であると痛感した。 

２．高等学校学習指導要領（平成 30年告示）

解説保健体育編には，「主体的に取り組むこ

とができるよう配慮することが大切」と記

述されている。この記述内容を考慮すれば，

高等学校の体育授業においては，懇切丁寧

な指導をすることは控えなければならない

とも判断される。したがって，各種運動技術

のどの段階までの技術指導を行うべきなの

か，どのようなつまずきに言葉かけを行う

べきなのかの基準を考えなければならない。 

３．1回の授業中に，全員を対象にして個別

指導で言葉かけを行うことはできないため，

言葉かけをする生徒の選別のしかたや全体

指導と個別指導のバランスについても熟考

しなければならない。 
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⾼等学校体育授業のサッカーにおける授業研究 
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１. 研究背景 
昨年の11 ⽉1 ⽇〜11 ⽉11 ⽇の期間に引き続

き，鳴⾨市内の NU ⾼等学校に前後期の課題設
定 FW に参加した。（５⽉〜１０⽉の合計１０
週間）NU ⾼等学校は２つのコースから形成さ
れており，総合学科コース，スポーツ科学科コ
ースに分かれている。特にスポーツ科学科コー
スは，県内や県外からのそれぞれの専⾨競技の
優秀な⼈材を集めており，体育授業の中でもあ
る程度のボール操作や⾝体能⼒が⾼い⽣徒が多
い。 
私は専⾨競技としてサッカーを10 年以上やっ

ていた経験もあり，サッカーの授業に着⽬した。
サッカーの授業では準備体操し、教師がビブス
とボール1 個を⽤意しそれぞれのチームに分か
れゲームをして終わるといった授業内容で、私
も実際に⽣徒達と⼀緒に授業に参加した。授業
観察や授業参加を踏まえて，全体的に運動能⼒
の⾼い⽣徒が多く、ボールを蹴る事ができない、
ドリブルをする事ができないといった⽣徒はほ
とんどいないと感じた。また積極的に授業に参
加する⽣徒が多く，ゴールしたら全員で喜び合
ったりするといった良い雰囲気で⾏っていると
感じた。 
実際に⽣徒達と⼀緒に授業に参加した時にボ

ールを持っていない時にどういった動きをすれ
ば良いかと質問してきた⽣徒が何⼈かいた。 

こうした実態も踏まえ、私はサッカーの授業で
単にゲームをして終わるといった授業内容だけ
でなく、授業の中で⽬標を設定するといった事
や教師からの指導やアドバイスを組み合わせる
事ができればよりサッカーの授業が楽しくなっ
たり、もっと学びたいといった意欲が出るので
はないかと考える。⾼等学校学習指導要領（平
成 30 年告⽰）保健体育編では次のように記載
されている。 
次の運動について「勝敗を競う楽しさや喜びを
味わい、技術の名称や⾏い⽅、体 ⼒の⾼め⽅、
運動観察の⽅法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と 連携しゲームを展開す
ること」「ゴール型では、安定したボール操作と
空間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵⼊などから攻防をすること」といった事か
らボールを持っていない時にどのような動きを
すれば良いか、空間やスペースに侵⼊するため
にはどうしたら良いのかといったことに加え，
毎授業での⽬標設定を⾏い，その⽬標を達成す
るために⾃ら考え，主体的に取り組む授業で⽬
標を持ち授業に取り組んだ時とそうでない時の
変化や違いを明らかにし，授業の中で著者から
の声かけやアドバイスや助⾔を与えることによ
り良い授業が⾏えるのではないかと考える。 
その中でサッカーの授業への取り組み⽅や意
識がどのように変化していくのかといったこと



に着⽬し研究をしていきたいと考える。 
 
２. ⽅法 
授業の前の休み時間やSHRの時間を使って⽣

徒達にワークシートを配布し，３つの項⽬を設
けた。著者が全員にワークシートの説明しその
内の初めの項⽬には⽬標を記⼊してもらう欄が
あり，授業の前に⽣徒が⾃⾝の能⼒から到達可
能な⽬標を考え記⼊してから授業に来るように
指⽰した。授業では⽣徒が各⾃それぞれ記⼊し
た⽬標を意識し，達成できるように取り組んで
もらい，授業終了後に⽬標を持った時とそうで
ない時の変化や違いを記⼊してもらい，これま
での授業と⽐較しどのように意識や取り組み⽅
が変わったかを調査した。また授業の中で著者
や他の教師からの声かけやアドバイス，助⾔を
もらい，どう感じたのかを率直的に記⼊しても
らう欄を設けた。午後の SHR 時に⽣徒に配布
したワークシートを収集しそれぞれの意⾒や感
想を観覧しどのような変化があったかを調べた。 
 
３.授業実践の内容 

 研究背景に沿って私は今回の FWⅡで３つの
クラスで授業を実施した。その中で今回の研究
テーマとし2年 1 組，2年2組を対象とし授業
実践した。なお，このクラスはスポーツ科学科
コースの⽣徒であり，２つのクラス合同での授
業であった。⽅法の欄でワークシートを⽤いて
３つの項⽬を設けた。①本時の授業の⽬標を記
⼊してください。②⽬標を決めて取り組んだ時
とそうでない時との違いや変化を記⼊して下さ
い。③先⽣の指導やアドバイスや声かけを受け
た感想を記⼊してください。この３がワークシ
ートで設けた項⽬である。対象としたクラスの
詳細は以下の通りである 

⽇時，場所，対象， 
⽇時 ２０２２年１０⽉１３⽇ 第１校時 
場所 鳴⾨市内 NU ⾼等学校第⼆グラウンド
（⼈⼯芝グラウンド） 
対象 2年１組・2年 2組（スポーツ科学科コ
ース）男⼦ ３０⼈ ⼥⼦ ２５⼈ 
 授業実践の内容では，これまでの授業と同様
でゲーム形式をメインとした授業を⾏った。そ
の中で⽬標を記⼊してもらい授業終了後に著者
の⽤意したワークシートを記⼊してもらい，授
業の中ではこれまでの授業観察を含め，積極的
に⽣徒にアドバイスや指導，声かけを⾏うとい
った⼯夫をした。 
授業で使⽤したコートは，サッカーコート⼀⾯
をセンターラインで２分割し⽚⽅を⼥⼦で⾏い
もう⽚⽅を男⼦で授業を⾏った。 
４.考察 
⽣徒に解答してもらったワークシートを回収し
集計を取った。⽬標設定の項⽬として⽣徒の回
答傾向から私は⼤きく３つに分類した。 

（１） ⽬標設定の分類 
① ⾃⾝のプレーやパフォーマンス 

 
② 仲間との連携・コミュニケーション 

 
③ その他 

⼤きくこの 3 つに分類し，⽣徒達はどのよう
な⽬標設定をしているかのデータを集めた。デ
ータを集計した次のような結果となった。 
① ⾃⾝のプレーやパフォーマンスに対

しての⽬標設定した⼈数が 45 ⼈ 
(81.8%) 

② 仲間との連携，コミュニケーション
での⽬標設定は８⼈(14.5%) 

③ その他では 2 ⼈という結果になった。



(3.6%) 
 ⾃⾝のプレーやパフォーマンスに対しては，
「点を決める」「ショートを打つ」「ドリブルで
1 ⼈突破する」「守備で相⼿からボールを奪う」
などといった⽬標設定が多かった。 
 仲間との連携や，コミュニケーションの部
分では，「チームで協⼒して楽しむ」「仲間に声
を掛けて盛り上げる」「⾃分も楽しむ中で経験
者でない⼦にも教える」といった内容があっ
た。 
その他では「怪我をしない」と⾔った事が記⼊
されていた。 
 このことから⽣徒の半数以上は⾃分の⽬標
達成可能な範囲で，尚且つ⾃⾝のプレーに対
しての⽬標設定が多かった。少数であるが，仲
間と⼀緒に協⼒して楽しんだり，⾃ら未経験
者に教えるなどと周りを⿎舞したり援助した
りする⽬標設定をされている⽣徒もいた。 
こうした⽬標設定を⾏い⽣徒に授業の取り組

んでもらい，授業終了後に記⼊してもらう２つ
の項⽬（②⽬標を決めて授業に取り組んだ
時とそうでない時との違いや変化③先⽣
の指導やアドバイスや声かけを受けた感
想を記⼊）では，⽣徒の授業に取り組む姿勢
や変化が⼤きくあったことに気づけた。 
５.今後の課題 
  NU ⾼等学校は，冒頭でも少し述べたが，
総合学科コースとスポーツ学科カースに分かれ
ている変則的な⼀⾯もある学校だ。NU ⾼等学
校では学活や総合の時間に進路に関係する授業
や企業の⽅が実際に学校に来られ，企業セミナ
ーを⾏う事が多くある。私が FWⅠや FWⅡの
期間でもこのような活動が多々あった。NU ⾼
等学校のほとんど⽣徒は⾼校卒業後の進路は就
職する⽣徒が⾮常に多い。⾼校を卒業しあっと

いう間に社会⼈として頑張って⾏かなければな
らない状況で，体育のこういった授業から，⾃
⾝で考え⾏動する⼒や，⼈間性というものを形
成していくべきだと感じる。 
 現代では予測不可能な出来事に対しての柔軟
な対応をすると共に⾃ら道を切り開いていく⼒
が必要となってくる。こうした意味合いでもサ
ッカーの授業でも⽣徒が考えて取り組む事がで
きるような授業づくりが不可⽋である。 
どの体育授業でも教師からので指導やアドバ

イスをする機会というのが極めて少ない。これ
は果たして良いことなのだろうか。義務教育が
終了し⾼校⽣という⽴ち位置でもあるのでそこ
まで指導しなくても⽣徒達⾃⾝で⾏うことを前
提としての事なのかもしれないが，少なからず
実際に著者からの⽬標設定の指⽰やアドバイス
や助⾔といった要素を加えた結果⽣徒にとって
も著者にとっても授業がより良いものになり，
⽣徒とのコミュニケーションといった意味でも
⾮常に有意義な時間となった事がわかった。 
今後教員になるにあたって，⽣徒と関わってい

く上で，⽣徒の気持ちやコミュニケーションと
いったものを⼤切にし，授業でも⽣徒達が⾃ら
考え⾏動する，取り組む事ができるような授業
づくりができるように取り組んでいきたい。そ
して⽣徒にたいしてどのタイミングでどのよう
な⾔葉がけをするか，⾔葉遣いや伝え⽅という
部分は⾮常に重要になると考える。このような
要素も⾃分の指導実践⼒や授業実践⼒や⽣徒に
対してのマネジメント能⼒といった物を⽇々伸
ばしていけるように，教材研究や毎授業での積
み重ねを⼤切にしていき，⽣徒達に「先⽣の授
業は楽しい」と思えるような環境，授業を試⾏
錯誤して取り組んでいきたい。 
 



６.参考⽂献 
・⾼等学校学習指導要領（平成３０年告⽰）解
説 保健体育編 体育編 

・⾼校のサッカー授業におけるスペースを活⽤
した攻撃の戦術学習「第三の動き」の教材を
⽤いた授業実践  

（堤 誠太郎 三⽊ ひろみ ⼤平 正軌） 
・⼈間の知覚―運動⾏動  
編著者 萩原 仁 調枝 孝治  
昭和５０年９⽉１５⽇ 初版発⾏ 

・⽂部科学省 ⾼等学校学習指導要領 
（平成３０年告⽰）解説 保健体育編 体育編 
・ ス ポ ー ツ庁  学 校 体 育 ・ 運 動部活動 
https://www.mext.go.jp 
・【 球 技 】  ゴ ー ル 型 ： サ ッ カ ー 
https://www.pref.lg.jp 
・中学校・⾼等学校年代でのスポーツの在り⽅ 
―スポーツ先進国イギリスから⽇本が学ぶべ
きことー 阿部 幹正 

・⾼校体育における動機づけ雰囲気および 
⽬標志向⽣が⽣徒の体育授業満⾜感に 
おける影響 
中須賀 巧 阪⽥ 俊輔 杉⼭ 佳⽣ 
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